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牛初乳栄養の研究
岡沢静雄 
SHIZUO OKAZAWA 
千葉市今井町 2-3(岡沢医院)
(昭和 44年 l月22日受付)
日のたつにつれて漸次黄色から乳白色になる。里1)に
1.緒 言 よると 2日，-， 8日，多くは 3日か 4日目とあるが，著者
牛初乳は分娩直後から，しばらくの間動物から分泌さ の用いたものは大体 5日日までには乳白色となった。ま
れる特殊の乳汁である。分娩後一週間前後を経過する た特殊の臭いがあるといわれるが，それほどには感じな
と，初乳の性質がなくなり成熟乳となるのである。 かった。濃厚で粘性が強い。比較的粘調度は里および村
この初乳を成熟乳と比較すると，その外観も成分も著 田2)3)によると分娩直後 50，第2日目 21，第 3日目 16
しく異なっている。初乳の意義についてはいろいろとい であるという。
われており，判然としないが，大要つぎのように考えら 比重は高く，里1)によると分娩直後のものは平均 1064 
れている。すなわち， (1)初乳は濃厚な栄養素を含有し 日で15日"-'10であるが，漸次減少し普通1098)，-(1030
ているから，濃縮した状態で，その成長に必要な栄養素 常態になるという。
を仔牛に供給で、きる。 (2)消化器にある汚物を除去する 著者の検した 3例でも分娩後 6時間目 1060以上， 12 
作用，すなわち一種の下剤としての作用がある。 (3)免疫
性を賦与する性質があるもののように考えられている。
ところで初乳は非常に優秀な蛋白質を多量に含んで
いる。すなわちカゼイン，アルブミン，およびグロプリ
ンが多く，とくにグロプリンの含量が著しく多い。牛初
乳は諸外国でも販売を禁止しているのであるが，わが国
でも牛乳業取締規則第4条 4項によって，分娩後 7日以
内 (昭和 22年現在) の牛から牛乳業者が乳、汁を搾って
販売することは禁止されている。
しかしながら優秀な蛋白質を多量に含み，仔牛の飲用
している牛初乳を乳製品や一般食料の潤沢にないとき
に，乳児の栄養に，または離乳期の食餌として，あるい
は幼児の食物ならびに患児の栄養品として利用すること
について一応研究してみる価値があると思い， 昭和 20
年春より，白鼠の牛乳飼育実験，ついで牛初乳による乳
児の栄養発育状態ならびに窒素代謝，胃通過時間，血液
性状，および腸内菌叢を検索したので，ここに報告する
次第である。 
2. 牛初乳の性状
使用した牛初乳は農林省畜産試験場より分与されたも
ので，乳牛はホルスタインである。
分娩直後の初乳は濃黄色であるが，血液が混っている
ときには褐色か赤色をおびている。
，1052時間目，36，1054，-1052時間目，24，1053時間目 
であった。1042，-1037時間目48
時間くらいで速かに二層に5，-4牛初乳を静置すると 
分れる。上層は狭く濃黄色で，下層は厚く黄灰色または
帯褐灰色あるいは乳白色であった。
反応は大低弱酸性であったが，両性のこともあった。 
.4であ6か6.3，大体において6.5，-6.0は比色法でpH
っfこ。
牛初乳は加熱するか，アルコールを加えると凝固する。
その期間は区々であるが，加熱による凝固の方が永く続
いた。すなわち 3例の初乳で検したところ，第 l例は分
娩後 85時間のものまで前述の方法により同様に i疑問し
たが， 第 2例ではアルコーノレによる凝固は 22時間固ま
でであったが， 加熱による凝固は 66時間まで続いた。
第 3例ではアルコールによる凝固は 74時間目のものま
で，加熱による凝固は 132時間目のものまで調べたが，
最後まで起こっていた。しかし，ラブ酵素による凝固は
著明ではなかった。顕微鏡的には脂肪球の変状初乳球な
どを認めた。
牛初乳の成分は固形分が多く，蛋白質の含量が多い。
ことにアルブミンおよびグロプリンがカゼインよりも多
い。カゼインもまた成熟乳よりも多い。脂肪も多いがは
なはだ不同で，乳糖は少ない。灰分は多く，石灰苦土，
燐酸に富み，鉄，銅，マンガン，亜鉛も多いという。諸
家の分析表は数多くあるが，その中分娩直後のものを l 
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表1. 初乳より常乳l乙至るまでの組成変化 (Engel，Schlag) 
|アルブミン| 脂カゼイン
グロブリン 分 塩 素
分娩直後 
6時間後 
12 // 
24 1; 
30 // 
36 // 
48 // 
72 // 
96 1; 
5 日 後 
6 1; 
17.57% 
10.00 
6.05 
4.52 
4.01 
3.98 
3.74 
3.86 
3.76 
3.86 
3.81 
5.08% 
3.51 
3.00 
2.76 
2.56 
2.77 
2.83 
2.70 
2.68 
2.68 
2.42 
11.34% 
6.30 
2.96 
1.48 
1.20 
1.03 
0.99 
0.97 
0.82 
0.87 
0.69 
5.10% 
6.85 
3.80 
3.40 
4.90 
3.55 
2.80 
3.10 
2.80 
3.75 
3.45 
2.19% 
2.71 
3.71 
3.98 
4.27 
3.97 
3.97 
4.37 
4.72 
4.76 
4.96 
1.01% 
0.91 
0.89 
0.86 
0.83 
0.84 
0.83 
0.84 
0.83 
0.85 
0.84 
0.1525% 
0.1631 
0.1560 
0.1560 
0.1524 
0.1595 
0.1489 
0.1365 
0.1347 
0.1312 
0.1134 
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図1. 分娩後初乳成分の変化
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つあげると表 lおよび図 Iのようである。日のたつに従
い漸次成熟乳に近づき普通 1週間，学者によっては 12
日"，14日で初乳期を脱するという。 
3. 白鼠の牛初乳飼育成績
成熟乳および牛を牛初乳，g)120"，(40同腹の白鼠 
初乳と等濃度にした粉乳をもって飼育したところ，つぎ
の成績を得た。 
a)牛初乳で飼育した白鼠群は成熟乳で飼育した白鼠
群より生存期間が長く，体重減少も少なかった。すなわ
ち牛初乳で飼育した白鼠群は分娩後日の浅い牛初乳ほど
永く生存し，第 1日目牛初乳，第 3日目牛初乳で飼育し
た白鼠群にあってはおよそ 10日以上生存した(図 2.3. 
4. 5.)が，分娩後時日の経過した牛初乳で飼育した白鼠
群の体重減少は著しくなり，舞死する数も増し，生存期
間も漸次短くなった。
また 7日目牛初乳ならびに，これと等濃度にした粉乳
(図 6)，および成熟乳で飼育した白鼠の成績(図 7)で
日5"，4は，程度の差はあるが，大体において実験開始後 
で体重の減少は著しくなったが，水様性下痢便になった
匹にみるにすぎな5"，4ものはなく，軟便程度のものを 
かった。 また舞死した白鼠は食思欠損，運動緩慢とな
り，全身湿潤し，体重は急激に減少し，全身衰弱の結果
舞死するように思われた。また脱毛，眼険腫脹，眼出血
を数匹に認めた。 
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図 2. 第 1日牛初乳lとよる白鼠飼育実験
(体重曲線) 
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図 6. 第 7日目牛初乳および乙れと等濃度の粉乳で
飼育した白鼠の体重曲線
牛初乳の稀釈は Engeland Schlagの成分表により
乳児の月令に応じて 10%重湯で稀釈し， 3%穀物， 5%
煎糖を加えた。また重湯の代わりにピオスメーJレを使用
した場合や，薦、糖が入手できぬため，添加しない場合も
あった。なお，分娩後日の浅いほど，牛初乳は粘調で凝
固物が多いので，目の細かい裏漉しで圧力を加えこすと
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 
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図 4. 第 5日目牛初乳による白鼠飼育実験
(体重曲線) 
4. 乳児栄養成績
牛初乳は農林省畜産試験場より分与されたもので，可
及的無菌的に搾乳して当教室に運搬されたもので，冷蔵
庫に貯蔵し，必要に応じて調理した。牛初乳は畜産試験
場で検診の結果健康な乳牛より搾乳したことはもちろん
である。
栄養成績検査対象は乳児 1名(男児 6名，女児5名)
で，なお対照乳児としては，当教室で同一環境下に栄養
した成熟乳栄養児を用いた。 
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図 7. 成熱乳による白鼠飼育実験
(体重曲線)
乳首をよく通るようになった。
また栄養法は乳児の食欲に応じて欲するままに充分与
えたが，牛初乳は多量に入手できぬため，栄養期間は大
体 2週間ないし 5週間の短期間に限定された。
牛初乳栄養開始時の体重を標準値(斎藤潔による)は
(表 2)正常に近いものは第 1例のみで，他はすべて 
500g以上劣っていた。
身長は(表 3)標準値(斎藤潔による) に比し 5cm
以上低いという著明に劣っていたものは第 7例のみで，
他は標準値と -5cmの間にあった。
栄養状態は正常に近いもの 4例(第 l例，第 4例，第 
6例，第 8例)，不良なもの 4例(第 3例，第 7例，第 
10例，第 1倒)で，他は正常であった。特別に疾病に
擢患しているものは l例も認められなかった。
表 2. 実験開始自体重および標準値との比較 

(斎藤潔氏の標準値による)
 
lιl実験 I I ， 

実験例|崩開始日|体重|標準値|比較 

I 月令'J'JI
。"，1
 3.100 kg第 I例 男
3 "，2
 3.340
第 2例 女 
3 "，2
 3.400
第 3例 男 
4 "，3
 4.950
第 4例 女 
6 "，5
 4.860
第 5例 男 
第 6例 // 。"，1
 2.320 

7 "，6// 
 3.290
第 7例
 
1 "，0 2.525
第 8例
 女 
2 "，1
// 3.090第 9例 
8 "，7
 5.365
第 10例
 男 
8 "，7
 4.090第 11例。 
3.220 kg -0.120 kg 
5.040 -1.700 

5.390 
 -1.990 

5.490 
 -0.540 

6.450 
 -1.590 

3，220 
 -0.900 

7.210 
 -3.920 

3.220 
 -0.695 

4.190 
 -l.100 

7.400 
 -2.035 
6.990 
 -2.900 

第 2例
第 3例
第 4例
第 5例
第 6例 
第 7例 
第 8例
第 9例 
第 10例
第 11例
2"，3 
 -2.4
55.2 
 57.6
女 
2"，3 
 -4.2
54.5 
 58.7
男 
4 "，3
 58.5 
 59.5 
 -1.0女 
6 "，5
 63.2 
 64.4 
 -1.2
男
 
IJ 。"，1
 -3.2 

// 6 7 

48.5 
 51.7 

"， 60.2 
 66.0 -5.8 

。"，1
 48.6 
 49.7
女 -l.1 

IJ 1"，2 
 -0.8
53.8 
 54.6 

7"，8 
 -2.3
64.8 
 67.1
男 
7"，8 
 66.2 
 -4.4
61.8
女 
1.大O久O郎 男 
女2.森 Oつ子
3.中 O文 C男 
4.永 O和 O女 
男5.大O久O郎
6.山 O隆 Oグ 
7.石 O幸 O // 
8.長O川O子 女 
//9.高O江O子 
男10.昭 O行。
11.高 O初 O女 
表 4. 牛初乳栄養開始および終了時の月令と栄養期間
症 例|性l栄養開始時終了時月令
9日"，20日
 
2ヵ月 10日"， 2ヵ月 24日
 
2ヵ月 19日"， 2ヵ月 27日
 
3ヵ月 29日"， 4ヵ月 1 日
 
5ヵ月 27日"， 7カ月 13日
 
10日"， 1カ月 8日
 
7ヵ月 2日"， 7ヵ月 14日
 
1ヵ月 8日"， 1ヵ月 21日
 
1ヵ月 9日"， 1ヵ月 22日
 
7ヵ月 10日"， 8ヵ月 23日
 
8ヵ月 14日"， 8ヵ月 26日
 
1 日間 
14 グ 
/ 9 

/ 13 

/ 47 

/ 28 

/ 13 

/ 14 

/ 14 

/ 43 

/ 13 

牛初乳栄養開始時ならびに終了時の月令および終了時
の月令および施行期間は(表的， 開始時の最も早いも
の生後 9日， 最も遅いものは 8カ月 14日で， 栄養期間
の最短 11日間，最長 47日間であった。
当教室暗育室に収容前の栄養法は母乳第 1，2，4，5，7， 
8例計 6例，牛乳第 3，10例計 2例，牛乳+粉乳は第 6， 
9例計 2例，粉乳第 11例であった。
牛初乳栄養開始前に当晴育室で行なっていた栄養法
は，原則として 2/3牛成熟乳 (10%重湯稀釈+5%白糖)
をもって乳児が欲するがままに与え，一般状態，食欲，
糞便性状などに注意し，異常がないことを確めて後に牛
初乳栄養に移行した。
牛初乳栄養は Engeland Schlagの成分表によって

適当に稀釈して与えた。第 I例より第 5例までは 10%

の重湯で稀釈し， 3%穀粉および 5%東糖を加えた。た

だし第 4例，第 5例は煎糖が入手しないために添加しな

牛初乳栄養の研究 1013 
かった。第6例より第 11例までの 6例は重湯の代わり 表 7. 対照成熟牛乳栄養児 1日平均体重増加 (g)
に3%ピオスメーノレおよび白糖を加え，穀粉は添加しな
かった。
晴乳量および体重 1kg当たりの熱量は(表 5) 1日
量の晴乳量最大 1200ml，最小 300ml，当 kg当たりカ
ロリーは最大， 211，最小 80であった。
一般に乳児院(晴育室も含めて)で晴育されている乳
児は栄養失調になりやすいので，対照の成熟乳栄養およ
び牛初乳栄養ともに斎藤(潔)の標準値よりも劣るもの
が多かったが，牛初乳栄養児が対照の成熟乳栄養に比
し，とくに悪いという結果ではなく，むしろ優っている
と思われた。両群聞の 1日平均体重増加を比較すると表 
6，表7のごとくであった。すなわち，牛初乳栄養では，
最も良好なるもの 7ヵ月，"，， 8カ月平均 3しog (第 7例)， 
最も不良なもの 1ヵ月，"，， 2ヵ月平均 9.0g (第8例)に対
よ RZ|症 例 |性|月 令| 騨値|比 較体重増加
2 "，1"，0 19.0g男 35.0g -16.01.大O久O郎
4 "，32. 森 Oつ子 1.5 27.1 -25.6女 
3 "，2 34.0 35.03. 中 O文 O 男 - 1.0 
4 "，3 12.0 19.0 - 7.04. 永 O和 O 女 
6 "，5 1.3 16.6 -15.35. 大O久O郎 男 
"， 3.9 35.0 -31.16. 山 O隆 O 1/ 1 2 
17.0 13.37 "， O 1/ 6幸O石7. + 3.7 
2 "，1。"， 12.0 -28.040.08. 長O川O子 女
3 "，2"，1 3.0ヶ 40.0 -37.09. 高O江O子
-3.610 "，9"，8男O行O昭10. -13.49.8 
9 ，-8，-7 6.2 5.6 - 0.611.高 O初 O 女 
平均 3.0 g (第9例)であった。
し，対照成熟乳栄養では，最も良好なもの 6ヵ月"， 7ヵ
これを斎藤(潔)の標準値と比較すると，牛初乳栄養
月平均 17.0g (第7例)， 最も悪いもの 1カ月"，3ヵ月
児で、は優っていたものは l例(第7例)だけで，他はす
表 5. 1日の晴乳量ならびに体重の 1kg f乙対する熱量
べて劣っており， 20g以上のものが4例(第 l例，第2
例，第6例，第8例)， 20 g"-' 1 0 g劣るもの 2例(第5
症 例 性 I庸乳量最(m4t) 最大~小
|1熱量大(カ~ロ最リ小ー )
最
1.大O久O郎
2. 森 Oつ子
3. 中 O文 O
4. 永 O和 O
5. 大O久O郎
6. 山 O隆 O 
7.石 O幸 O 
8. 長O川O子
9. 高O江O子 
10. 昭 O行 O
11.高 O初 O
男 
女 
男 
女 
男 
1/ 
1/ 
女 
1/ 
男 
女 
400，"" 720 
600"， 900 
1 050 1190 "，
1200 
1200 
300"， 800 
750"， 900 
500"， 600 
800 
800 1100 "，
1000 
83 142 "，
112 166 "，
160 211 "，
100 115 "，
110 172 "，
80 206 "，
122 142 "，
105 141 "，
132 161 "，
91 176 "，
133 148 "，
例，第9例)， 10 g以内のものが 3例であった。
対照成熟乳栄養児では， 1例(第7例)が標準値より
優り， 他はすべて劣っていた。すなわち 20g以上劣る
もの 4例(第2例， 第 6例， 第8例， 第 9例)， 20 g"-' 
lOgは3例(第 l例，第5例，第 10例)， 10 g以内 3
例(第 3例，第4例，第 11例)であった。
つぎに牛初乳栄養児と対照成熟乳栄養児の l日体重平
均増加を比較すれば(表8)， 牛乳初乳栄養の優るもの 
7例(第2例，第4例，第5例，第6例，第7例，第 10
例)， 劣るもの 4例(第 l例， 第 3例， 第8例， 第 1
例)であり，両群聞にほとんど差は認められなかった。
牛初乳栄養期聞が短時日なるため，身長曲線は作成し
ilよ1:H症 例 月令 標軸|比較
。"，1 11.0 -24.035.01.大O久O郎 男
3 "，2 10.0 -30.040.02. 森 Oつ子 女 
3 "，2 26.0 - 9.035.03. 中 O文 O 男 
4 "，3 25.0 19.0 + 6.04. 永 O和 O 女 
8，"7"，6 2.5男 13.3 -10.55. 大O久O郎
2"，1"，0 6.3ク -28.735.06. 山 O隆 O
8 "，7 31.0 10.0り +21.07.石 O幸 O
2 "，1 9.0 40.0 -31.08. 長O川O子 女 
2 "，11/ 24.0 40.0 -16.09. 高O江O子 
9，"8"，7 2.0男 10.0 - 8.010. 昭 O行 O
8 "，7 1.8 11.3 - 8.511.高 O初 O 女 
。。
。。1/ 
。。
例|性|月 令 I~初主|雲熟 ~I 比較
2 ，-1。，-， 11.0 g 19.0g - 81.大O久 男
，- ，-2 3 4 10.0 1.5 + 8.52. 森 O 女 
3 ，-2 26.0 34.0 - 83. 中 男 
1.2男
4. 永 女 3，-4 25.0 12.0 + 13 
5. 大O久 5"，6"，7，-8 2.5 1.3 + 
2 ，-1。，-， 6.3 3.91/6. 山 + 3.6 
8 ，-7，-6 31.0 17.07.石 + 14.0 
2 ，-1。，-， 9.0 12.0 - 3.08. 長O川 女

高O江
 1 2 3 24.0 3.09. 1/ 
10. 昭
，- ，- +21.0 
7，-8，-9 "-'1 0 2.0 -3.6 十 5.6男 
9 ，-8，-7 1.8 6.2 - 4.411.高 女 
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表 9. 牛初乳栄養児の身長と標準身長との比較
(標準値は斉藤氏による)
症 例|性|月令|身長|標準値|比較
0...1
1.大O久 男 
2....3
2. 森 。 女 
2....3
3. 中 。 男 
3....4
4. 永 。 女 
7....8
5. 大O久 男 
1...2
1/6. 山 。 
7...8
1/7.石 。 
1...2
8. 長O川 女 
1...2
1/9. 高O江 
8....9
10. 昭 。 男 
8....9
11.高 。 女 
51.2 cm 51.7cm -0.5 cm 
55.3 57.6 -2.3 
54.6 58.7 -4.1 
58.6 62.9 -4.3 
63.3 67.1 -3.8 
48.7 54.8 -3.9 
60.4 67.1 -6.7 
48.9 54.6 -4.3 
54.0 54.6 -0.6 
64.9 68.0 -3.1 
63.7 67.0 -3.3 
得なかったので，牛初乳栄養終了時の身長を標準値(斎
藤潔)と比較してみると(表 9)全例とも低値を示した
が，晴育児は概して収容時低位にあるので，この成績だ
けで標準より身長の発育が悪いというのは早計であろ
フ。
上勝囲も栄養期聞が短いために， 身長同様に成長曲
線を作成し得ないので，牛初乳栄養の最終日に測定した
成績を当教室富金原の栄養正調児上醇位と比較すると
(表 10)第 3例の l例のみが同値で，他はすべて低値を
示した。
腹壁の皮下脂肪を，牛初乳栄養期間の最終日の測定値
を富金原の栄養正調児のそれと比較すると (表 11)，全
例が低値を示した。
皮膚のツノレゴー ノレは 4例(第 6例，第 7例，第8例，
第 1例)では相当低下しているように思われたが， 他
の例では対照成熟乳栄養児に比較して特に低下している
表 10. 牛初乳栄養児と正常児上牌聞との比較
(富金原氏の測定による)
症 例|性|月令|上膜囲|標準値|比較
1.大O久
2. 森 O
3. 中 。
4. 永 。
5. 大O久
6. 山 。 
7.石 。 
8. 長O川
9. 高O江 
10. 昭 。
11.高 。
男
女 
男 
女
男 
1/ 
1/ 
女 
1/ 
男 
女 
。"，， 1 
2"，， 3 
2"，， 3 
測定せず 
7"，，8 
1"，， 2 
7"，，8 
1"，， 2 
1"，， 2 
8"，，9 
8"，，9 
mm 
55.0 
83.0 
126.0 
122.0 
82.0 
138.0 
85.0 
90.0 
110.0 
83.0 
ロ1m 
101.5 
121.5 
126.0 
141.5 
111.2 
141.5 
95.8 
107.8 
140.0 
140.0 
-46.5 
-38.5 
。 
-19.5 
-29.2 
- 2.5 
-10.8 
-17.8 
-30.0 
-57.0 
表 11. 牛初乳栄養児と栄養正調児皮下脂肪との比較
(富金原氏の測定による栄養正調児皮下脂肪)
症 例|性|月令|腹部|標準値|比較
在日n 立1口1 
。 ..1
 -0.651.大O久 男 4.153.5 
2"，， 3 8.40 -5.52.92. 森 。 女 
2"，， 3 3.5 8.40 -4.93. 中 。 男 
4. 永 。 女 測定せず 
7....8 
 3.0 7.44 -7.445. 大O久 男 
1"，， 2 2.0 4.15 -2.151/6. 山 。 
7"，，81/ 3.8 7.44 -3.647. 石 。 
1"，， 2 2.8 6.29 -3.498. 長0)11 女 
3.0 5.89 -2.891/9. 高O江 1"" 2 
8"，，9 3.4 8.35 -4.9510. 照 。 男 
8"，，9 2.1 8.35 -6.2511.高 。 女 
とは思われなかった。しかし，天然栄養児に比較すれば
すべてが劣っていた。
尿には終始変化は認められず，尿の pHも対照の成
熟乳栄養児に比し増減は認められなかった。便の色調は
黄色かまたは淡黄色の場合が多かった。ただし第 2例は
牛初乳栄養時に黄色，粥状の水分に富む便を排池し回数
も多かった。糞便の量は対照成熟乳栄養時に比し差異は
認められず，また恒吐も認められなかった。 
5. 牛初乳栄養児の検査室所見 
o. 血液像(表 12) 
i)血色素量は 64"，，82%で50%以下の貧血例は I例
も認められなかった。これを深堀の標準値と比較すれば，
表 12. 血色素量
牛初乳栄養児 普通牛乳栄養児 両の
性 栄比 
養較血色素量|標準値21:1血色素量|標準値 症例
大O
森O
中O
永O
大O
山O
石O 
長。
高O
照O
高O
堤O
男 l 73 86.6 2 70 81.7 
女 2 67 81.7 68 86.6 
男 2 74 81.7 3 76 76.9 
女 4 74 80.1 3 73 80.1 
男 7 73 81.6 5 69 84.0 
グ l 78 86.6 2 70 83.2 
1/I 7 72 81.6 7 72 81.6 
女 79 84.6 2 82 86.6 
ク 2 80 85.7 2 78 81.7 
男 7 73 80.6 8 70 84.6 
女 10 77 79.8 9 71 79.8 
男 10 79 79.8 1 75 80.6 
+3 
十4
+8。
十3
+2 
+3 
+6 
十4 
-2 
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ほとんどすべて低位にあったが，普通牛乳栄養児の血色 表 14. 白血球数
素量に比較すれば大差は認められなかった。 
i)赤血球数は(表 13)343万"，440万で， 300万以
下は l例も認められなかった。これを深堀の標準値に比
較すれば，ほとんどすべてが低位にあったが，対照加熱
牛乳栄養児に比較すれば，ほとんど差異は認められなか
った。 
の聞にあり，やは12000"，14)8300白血球数は(表ii)
り普通牛乳栄養児に比すれば差異は認められなかった。 
iv)血清無機燐およびカルシウム(表15)
牛初乳栄養期間の長かった第5例， 第 10例について
，血清カ5.2mg/dl"，5.0だけ検索したが，血清無機燐は 
でいずれも正常範囲内に11.2mg/dl"，10.8ノレシウムは 
あった。なお上記2例につき撰骨および尺骨々端をX線
学的に検索したが壊血病またはくる病様の変化は認めら
れなかった。 
牛初乳栄養児 普通牛乳栄養児
l性実験例 AμI白血球数I標(深準堀民値) ~I白血球数|標準値
10500 9636 2 9900 11808男大O
11000 118082 12500女 9636森O
105002 11808 3 11000 11970中O 男 
9200 113674 3 8500女 11367永O
9400 120367 5 8500 12036男大O
12000 9636 2 9500 11808山O ク 
92007 12036 9600 120367石O ヶ 
女長。 8700 9636 2 11500 11808 
11000 118082 2 11000 11808高O グ 
7 9600 12036 8 8500 11197照O 男 
9400 1270510 9 9800 12705女高O
10 8300 12705 1 9100 12705男堤O
v)胃通過時間(表 15)， 乳児5例につき早朝空腹時 表 15. 血清無機燐および血清カルシウム 
I1=1 A_ I，1，1. I 血清無機燐 |血清カルシウムに 1/2稀釈24時間目， 1/2稀釈 36時間目および 1/2稀釈 試験例|月令|性| l|I:L I (mg%)I (mg%) 
96時間目牛初乳と 2/3稀釈普通牛乳の胃通過時間を X線 大 o I 5 I男 5.2 10.8 
5.0 11.2 
表 13. 赤血球数
照 O 
牛初乳栄養児 普通牛乳栄養児 両の
』性 症例 栄比
養較ZI赤血球数|弘首3~I赤血球数|標準値
503万 2 380万 482万l 430万男大O + 
503482 410422 21 十女森O
482 3 380 4532 343男中O
481 3 345 4534 355女永O + 
4967 405 531 5 358男大O + 
2 360 482I 440 503グ 十山O
531531 7 380370石O 1 7 '" 長。 420 503 4822 370女 + 
2 390 482ク 482 2 350高O + 
556430 81 531410 71 照O 男 
10 420 556536 9 415女高O + 
10 430 1 390 538536男堤O + 
学的に測定比較した。 1/2稀釈 24時間目牛初乳5例の胃
通過時間は 4時間 29分"， 3時間 35分平均3時間 45分， 
2/3普通牛乳は 4時間 35分"， 3時間 27分平均3時間 41
分であり， 1/2稀釈36時間目牛初乳は 3時間42分"， 3時
間 32分平均3時間 37分， 1/2稀釈96時間目牛初乳は 3
時間41分"，3時間 35分平均3時間 39分で大差は認め
られなかった。 
vi)窒素代謝
第 5例， 第 10例の 2例につき Kjeldahl法で窒素代
謝を検索した。
第 5例では(表 16)2/3普通牛乳で吸収97.4%， 蓄積 
64.1%， 1/2稀釈24時間目牛初乳では吸収98.3%， 蓄積 
63.9%で，吸収は牛初乳の方がわずかに優り，蓄積はわ
ずかに劣っていた。糞便乾燥量は2ん普通牛乳で， 2.999 g， 
表 16. 
粉乳
， ，  ，
均
平
 
2/53%9普6穀白通牛糖
2/3普通牛乳， 1/2 24時間"，36時間"，96時間目牛初乳の胃通過時間平均値
例性|臨|
|内5 白聞初糖乳 1/2 36時間初乳 1 1ん 96時間初糖乳量 59%6白糖 539%6白3%%穀粉 3 穀粉 穀粉
404。 29'150 cc2 35'永 0 合 
30 30 30 3。 47'2 1/ 42'35' 39'松 O 合 
30 303。 42' 3。 35'1/2 35' 35'大O久合 
30 3。 27'メ寸益、 0 ♀ 2 1/ 24' 
30 30 30 3035'2 32' 41' 30'森 0 ♀ '" n υ  
-A 30 30 30 3045' 37' 39' 41' 
栄養
法 
2410時(%5ソ%間2重稀目白揖釈牛糖稀初)釈乳
平均 
期
日 
26/
9 
27/
9 
f真 取
捕手L 窒素
量 量 
( cc) (g) 
1200 4.431 
1200 4.431 
担ド 世
尿 糞 便 
(cc) I(g) 
乾燥量|鵠戸 
(g) I(mg) I(g) 
430 1.342 5.250 30.685 0.161 
560 1.621 4.125 28.350 0.116 
吸 収 蓄 積ー
止ロ』 窒 摂取量 窒 摂取量
計 素 l乙対す 素 に対す
窒(素g)量
量 る割合 量 る割合 
(g) (%) (g) (%) 
1.503 4.270 99.3 2.928 66.5 
1.737 4.315 97.4 2:694 61.3 
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表 17. 1/224時間目牛初乳栄養時の窒素代謝(第 5例 5ヵ月)
表 18. 1/224時間目牛初乳栄養時の窒素代謝(第 10例， 7"，9カ月)
栄 期
養
法 日 
2410時{%51/9間26重稀目白湯釈牛糖稀初)釈乳 25/
1 
26/1 
平均 
t真
暗
手L
量 
( cc) 
1000 
1000 
取 担ド
窒 尿
素
量 
(g) (cc) I(g) 
4.431 440 1.236 
4.431 480 1.532 
1社 吸 収 蓄 積
糞 使 l口』 窒 摂取量 窒 摂取量
乾燥量|開窒素量
計 素 l乙対す 素 lζ対す
窒(素g)量
量 る割合 量 る割合 
(g) I(mg量)I(g) (g) (%) (g) (%) 
4.830 27.865 0.134 1.370 4.297 96.81 3.061 68.83 
4.257 30.655 0.130 1.662 4.301 97.06 2.917 65.83 
2/3成熟乳 
10%重湯稀釈 
5%白糖
平均
1/2牛初乳で 4.687gで牛初乳の方が多く，乾燥糞便 1g 
中の窒素量は 2/3普通牛乳で， 30.053 mg，1/2牛初乳で
29.517 mg，で，ほとんど大差はなかった。
第 10例では(表 17)，1/2稀釈 24時間牛初乳の窒素吸
収 97.02%，蓄積 67.33%，2/3成熟乳で吸収，96.54%，蓄積 
61.78%で，吸収，蓄積ともに牛初乳がわずかに優った。
また糞便乾燥量は牛初乳で， 4.544 g，成熟乳では 4.210g 
で，牛初乳の方が 0.234g多く， 乾燥糞便 1g中の窒素
量は牛初乳栄養では 29.260mg，成熟乳栄養では 30.140 
mgで，成熟乳栄養が 0.880mg多かった。 
vii)腸内菌叢および糞便ならびに尿の pH(表 18)
腸内菌叢では B. bifidusは牛初乳栄養時は 13.5%，
成熟乳では 16.4%0 B. acidophi1usは牛乳初乳栄養児
では 13.7%，成熟乳では 10.5%でともに大差は認めら
れなかった。 B.co1iは牛初乳栄養時には 24.8%，成熟
乳で 19.0%で幾分牛初乳栄養時に多かった。他の菌集
落数にも特記すべき差異は認められなかった。 
糞便ならびに尿の pHは牛乳初乳栄養時では糞便 6.0，
尿 5ム成熟乳では糞便 6.4，尿 5.6でともに大差は認め 
られなかった。
6. 考 案
人の母乳は周知のように，栄養素，とくに蛋白質とカ
ルシウム，免疫体に富むなどの理由から，晴乳量の少な
い乳児には格好な乳汁であると見なされている。しかる
に午初乳は非常に優秀な蛋白質，すなわちカゼイン，ア
ルブミン，およびグロプリン，とりわけ後者の含有量が
著しく多いのに，諸外国はもちろん，わが国でも牛乳営
業取締規則により分娩後 7日以内 (昭和 22年現在)の
牛から牛乳営業者が乳汁を搾って販売することは禁止さ
れている。したがって，これを乳児栄養に用いたという報
告は手元の文献を渉猟した範囲では全く認められない。
そこで順序として， 同腹の白鼠 (40"， 120g) を牛初
2/3成熟乳 
10%重湯稀釈 
5%白糖
平 
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表 19. 実験栄養児の腸内菌叢および尿ならびに糞便 pHの平均値 
pH 集 落 数 (%) 
食 種 姓'性 年 期
」「ー白e園コ円。u 同三s硲
糞 尿
同国ωE。Uhuロ 
.2mコυuR》0h目dヨ3m、H  
5-一納戸司FH喝〉M3 4S
そ
官f~
て国AωロH3 目。邑 ぷE。ωミZ 
凶2碗己e唱 Epq器同Huoω同4 
の
の 類 名 ムμ、 日
便
同 国 同 同 同 同
他
昭合 4m 6.3 5.4 6.8 14.9 30.7 38.1 2.7 。4.1 。。2.7。山 
1/224時間目 合 2/ 6.0 5.7 23.7 6.5 29.0 34.3 。。1.5 。。6.3 
牛初乳 +3% 。松
合 5/ 6.5 5.7 8.7 23.3 24.5 21.4 8.7 。6.2 。。2.5 
ピオスメール OA寸 
+5%白糖 。高♀4// 5.1 5.4 14.4 7.2 8.8 58.7 4.3 。4.3 。。2.2 ♀7/ 5.6 14.7 15.6 25.7 29.4 4.8 。9.8 。。4.9。
平 均 6~0-l-5~6 113.7両.5124.8 136.4 1 4.11 0 I5.2 r()1 0 1 -3.7 
2ビ/3成熟乳 +3%昭 13/オスメール 10 6.4 5.8 10.4 16.4 14.9 41.8 10.5 。5.9 。。。。 10 
十5%白糖 10 
1/2成熟乳 +3%山 1/ビオスメール 合 2ク 12 6.4 5.6 5.2 22.2 17.1 34.4 14.7 。。 。。8.5。 2 
+5%白糖 12 
F59Z可7尺:土
一一一 
11.2 130.6 130.1 9.5 1 0 I3.4 I 0 。3.2 
一一2ピ/3成熟乳 +3%
オスメール 。高♀4 /1./，1 5.8 1 5.6 115.8 12.6 1 9.5 158.5 3.1 I 0 I0 0 。。 
+5%白糖 。♀ ~12::~ 1631551~ 19.5 123.0 123.1 10.0 I 0 I11.0 I 0 。2.9 
平 均 1， 6.4 1 5.6 110 . 5 116.4 119 . 0137.6 1 9.6 1 0 1 4.1I0 I0 -'2.9 
乳，成熟乳および牛初乳と等濃度にした粉乳をもって飼
育したところ，牛初乳で飼育した白鼠群は成熟乳で飼育
した白鼠群より生存期間が長く，体重減少も少なかっ
た。すなわち牛初乳で飼育した白鼠群は分娩後日の浅い
ものほど永く生存し，第 1日目牛初乳，第 3日目牛初乳
で飼育した白鼠群にあってはおよそ 10日以上生存した
が，分娩後時日の経過した牛初乳で飼育した白鼠群の体
重減少は著しくなり，第死する数も増し，生存期間も漸
次短くなった。
また成熟乳および牛初乳(第 7時間目牛初乳， 98時間
目牛初乳)ならびに，これら初乳と等濃度にした粉乳で
飼育した白鼠の成績では，程度の差はあるが，大体にお
いて実験開始後 4....5日で体重の減少は著しくなったが，
水様性下痢便になったものはなく，軟便程度のものを 
4....5匹にみるにすぎなかった。 また舞死した白鼠は食
思欠損，運動緩慢となり，全身湿潤し，体重は急激に減
少し，全身衰弱の結果によるもののようであった。
さて，餌料が成熟乳かまたは牛初乳でも分娩後，時日
の経過の長いものほど，分娩後日の浅い牛初乳飼育に比
べると，白鼠の栄養状態，体重増加，生存期聞が劣ると
いう成績を得たが，これは牛初乳の乾燥物質が成熟乳に
比べて多く，牛初乳は濃厚な栄養物で，かつ優秀な蛋白
質その他を多量に含むからであろうと思う。またなぜ濃
度を等しくした粉乳よりも牛初乳の方が栄養成績が優る
かということについては，牛初乳では乾燥物質が成熟乳
に比べて多いが，とりわけ蛋白質の含有量が多いのであ
るから等濃度の粉乳よりも多量の優秀な蛋白質を摂取す
ることになる。これが主因となって確然たる差異が出た
ものであろう。
そこで，獣医の検診の結果，健康と判定された乳牛よ
り，可及的無菌的に搾乳したものを， Engel and Schlag 
の成分表により乳児の月令に応じて 10%重湯で稀釈し，
原則として 3%穀粉， 5%熊糖を加えたものを調乳した。
分娩後日の浅いほど，牛初乳は粘調で凝固物が多いの
で，目の細かい裏漉しで圧力を加えてこすと乳首をよく
通るようになった。
栄養成績検査対象は当教室に収容していた乳児 1名
(男児 6名， 女児 5名)で， 対照乳児としては当教室で
同一環境下に栄養した成熟乳幼児を用いた。また乳汁は
乳児の食欲に応じて欲するままに充分与えたが，牛初乳
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は多量に入手できぬため，栄養期間は大体 2週間ないし 
5週間の短期間に限定された。 
l日の平均体重増加は標準値(斎藤潔)に比較して 1
例が優り，他はすべて低位にあったが，対照の成熟乳栄
養児に比較すると 11例中 7例が優り， 3例が劣るとい
う比較的良好な成績を得た。しかし，その他の栄養状態
を判定する諸計測(身長， 上醇囲，腹壁の皮下脂肪厚
度，皮膚のツルゴール)の結果では，何ら成熟乳栄養に
比し差異は認められなかった。牛初乳栄養期間が短時日
であったので，この聞に上述の諸計測の変化を期待する
ことは無理な注文であろう。なお牛初乳が原因と推定さ
れる恒吐も下痢も認められなかった。
血液像，血清無機燐やカルシウム，窒素代謝，腸内菌
叢，糞便ならびに尿の pHは対照の成熟乳栄養児に比
較して，ほとんど差異がないという結果であった。
これを要するに，牛初乳栄養は白鼠ならびに乳児にお
いて比較的良好な成績を得たが，これは牛初乳は優秀な
蛋白質を豊富に含有した優れた食品で、あることによるも
のと愚考する。また牛初手しは適当に調理すれば乳児栄養
に使用しでも差支えないという結果を得たのである。
牛初乳はわが国でも，諸外国と同様に牛乳取締規則第 
4条の 4によって，分娩後 7日以内は禁止されているの
であるが，著者の実験によれば乳児の栄養として飲用さ
せても差支えなく，さらに優秀な蛋白源として離乳食餌
や他の食品にも利用することは可能であり，今後さらに
追求さるべき問題であると信ずる。 
7. 結 論
牛初乳を白鼠飼育および乳児栄養に用いつぎの結果を
得た。 
a) 白鼠飼育実験では対照として成熟乳および牛初乳
と等濃度にした粉乳を用いたが，牛初乳飼育群は成熟乳
栄養白鼠群に比較して成績良好であり，また牛初乳搾乳
時間の浅いものほど成績が良好であった。なお牛初乳と
等濃度にした粉乳の白鼠飼育群よりも成績が良好であっ
た。この原因は主として牛初乳中の成分中に，とくに多
量の優秀なる蛋白質を含むことに起因するのではないか
と考えられる。 
b) 乳児 11例を牛初乳を適当に調理して栄養したと
ころ， 1日の体重増加は標準値に比較して l例のみ優
り，他はすべて低位にあったが，対照の成熟乳栄養児に
比較すると 1例中 7例が優り， 3例が劣るという比較
的良好な成績を得た。しかし，その他の栄養状態を判定
する諸計測の結果では，何ら成熟乳栄養児に比し差異は
みられなかった。その他牛初乳が原因と推定される恒吐
も下痢も認められなかった。
血液像，血清無機燐やカ lレシウム，窒素代謝，腸内菌
叢，糞便ならびに尿の pHは， 対照の成熟乳栄養児と
比較してほとんど差異がないという結果であった。
これを要するに，牛初乳は適当に調理すれば乳児栄養
に使用しでも差支えないという結果を得た。
(摘筆するに当たり，千葉医科大学小児科学教室
にて終始御懇篤なる御指導と御校聞を賜わった恩師
詫摩教授に心から感謝の意を表します。また，本実
験の大半は第 2次大戦末期より終戦直後に行なわれ
たもので，試験材料不足し， とくに当時数少ない乳
牛より入手しがたい牛初乳を好意的に極力分与され
た農林省畜産試験場中江場長始め関係職員に深甚の
謝意を表します)。
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